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準は温度(100、120および 140 °C)、含水率(70、80および 90%)、硫酸量(100、200および 300 mL/kg-dry algae)








体に比べ 135.4%の増加であったことから、加水分解が FAME生成速度を促進していることが分かった。 
最後に加水分解およびエステル化の同時反応(SHE)を実験的に明らかにし、その最適化を図った。L27 直交
表を用い SHEに与える様々な因子の影響を検討した。実験因子および水準は温度(130、140および 150 °C)、
含水率(70、80および 90%)、硫酸量(200、300および 400 mL/kg-dry algae)、メタノール量(含水藻体に対す
るメタノールの比 1.33、2 および 2.67)および反応時間(1、2 および 3 h)と設定された。この結果、含水率












               審   査   の   要   旨 
注目される微細藻類からのバイオ燃料生産において、油脂の抽出を経ずにバイオディーゼルを製造する直
接エステル化の有効性は知られていたが、含水率の高い微細藻類への応用は疑問視されていた。著者は、高
含水率微細藻類からの脂肪酸メチルエステル生成において、脂質の遊離脂肪酸への加水分解が有効であるこ
とを確認した後、詳細な実験を行って、加水分解あるいは同時加水分解・エステル化（SHE）を反応工学的に
解析し、その特性を明らかにした。得られた工学的資料は、従来の方法と比較して SHEが効率性および経済
性に優れ、微細藻類からのバイオディーゼル生産の可能性を高めることを示す貴重な知見である。したがっ
て本論文は生命産業科学の発展に資する優れた学位論文であるといえる。 
平成２６年１月２３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
